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子育て関連情報 特集

■対象
　令和７年４月に小学校入学の児童
　※就学時健診案内通知に配布希望調査票を同封したので、
　　健診時提出してください。
■配布カバン
　モンベル　わんパック14ℓ　全４色より選択可能
　※希望しない方には、入学準備金（一万円）を支給
■配布スケジュール
　令和７年１～２月の新入学説明会時
■問い合わせ
　教育課 学校教育担当　☎４５－７２０８

新入学児童に通学用カバンを無償配布

　子育て世代の家計負担と児童の身体的負担を軽減するため
通学用カバンを配布します。

負担軽減
！

病児・病後児保育所

▲登録・利用は
　こちらから

現行 改定後

※県内他市町村の施設を利用した場合も利用料軽減の対象となります。（一部施設を除く）

世帯区分 1日利用

【Ａ階層】県内に住所があり、生活保護世帯または前年
度分市県民税非課税世帯 無料

【Ｂ階層】市内に住所があり、前年分所得税非課税世帯 800円

【Ｃ階層】上記以外、市内に住所がある世帯 1,700円

【Ｄ階層】市外に住所がある世帯 2,500円

1日利用

無料

無料

700円

1,500円

■利用料金

　10月１日より利用料を下記のとおり軽減しました。

　11月から、利用受付システム『あずかるこちゃん』を導入します。
　事前登録・予約・キャンセルがスマホ（オンライン）で可能になります！利用にあ
たっては、現在、登録済みの方もシステムによる手続きが必要です。
※アクセス後、「病児・病後児保育所の利用（ネット予約）について」へお進みください。

■対象者　病児・病後児保育所「スマイル（市立病院２階）」の利用者

■問い合わせ　こども子育て課 子育て支援担当　☎２２－１１１５

◆スマホで予約できます！

◆病児・病後児保育所「スマイル」利用料を軽減します！

もっと利用しやすく！

カバン表

カバン使用例

カバン裏
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子育て関連情報特集

児童扶養手当制度の改正（拡充）のお知らせ
　改正により、令和６年11月分（１月支給）から、下記の支給額となります。

詳しくは
こちらから▶

全部支給 10,750円

一部支給 10,740円～5,380円

２　第３子以降の加算額の引き上げ（１１月から）

※以降、１人増えるごとに３８万円を加算します。

１　受給者本人の所得限度額（１１月から）

扶養親族等の数 全部支給となる
所得限度額

一部支給となる
所得限度額

０人 690,000円 2,080,000円

１人 1,070,000円 2,460,000円

２人 1,450,000円 2,840,000円

３人 1,830,000円 3,220,000円

「子育てするなら韮崎市！ ～子育て応援したい人集まれ！！～」
　妊娠中・子育て中の方、子育ての応援をしたい方、どなたでも参加できます。

■日　時　12月１日（日）　13時30分～14時30分（受付：13時～）
　　　　　講演会終了後、にら☆ちび見学ツアーに参加できます。
■講　師　子育て支援センターちびっこはうす　内藤香織理事長
■参加費　無料（要予約　定員60名）
　　　　　予約開始11月15日（金）～
　　　　　※託児先着10名まで可能、お子さんと一緒の参加も可能
■場　所　ニコリ３階 多目的ホール
■申込み・問い合わせ　健康づくり課 保健指導担当（保健福祉センター内）　☎２３－４３１０

韮崎市愛育会30周年記念　子育て支援講演会

　令和６年10月よりワクチンの種類が15
価ワクチンから20価ワクチンへ切り替え
られることになりました。これによって、
より多くの肺炎球菌の種類に対して予防効
果が期待されます。
　なお、15価ワクチンで接種を開始された
方は、原則最後まで同じワクチンを接種し
てください。接種対象や接種間隔に変更は
ありませんので、お手元の予診票で順次接
種をしてください。

■問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当
　（保健福祉センター内）　☎２３－４３１０

■日　時　12月14日（土）　10時～12時30分
　　　　　※受付　９時45分～
■場　所　韮崎市保健福祉センター 
■対象者　市内在住の小学生親子（先着７組）
■参加料　無料
■内　容　・おせち料理５品　・お雑煮
■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具、
　　　　　お子さん用のスリッパ
■締　切　12月６日（金）
■申込み・問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当
　（保健福祉センター内）
　　　　　　　　☎２３－４３１０

■問い合わせ
　こども子育て課
　　子育て支援担当
　　　　　　　　☎２２－１１１５

30周年記念バッチ
プレゼント！

親子おせち教室 小児肺炎球菌ワクチンが
切り替わります
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■年間利用【月額】
区分 単位 第1子 第2子

基本利用料 月額 2,500円 1,300円

長期休業
期間利用
料の加算

夏休み（7月・8月） 月額 1,500円 750円

冬休み（12月・1月） 月額 500円 250円

春休み（3月・4月） 月額 500円 250円

延長利用（18時30分以降）の
利用料 1回 100円 100円

■ 1 日利用（一時利用）【日額】
区分 単位 第1子 第2子

授業のある日の利用
（放課後の利用） 日額 300円 200円

授業のない日の利用
（土曜日、夏休み等） 日額 600円 300円

延長利用（18時30分以降）の
利用料 1回 100円 100円

●第1子、第2子の数え方
同一世帯で同じクラブをきょうだいで利用する場合、年少の児
童から順番に数えます。第3子以降は無料です。

●利用料の免除
「生活保護世帯」、「ひとり親世帯・障がい者または障がい児の
いる世帯で、市民税が非課税の世帯」は無料です。

■市内の児童クラブ

受付期間　11月5日（火）～25日（月）

児童クラブ名 住所・電話番号 定員

韮崎児童クラブ
（第1・第2）

本町2丁目1番7号
韮崎児童センター内
☎22－7687

100名

北東児童クラブ
（第1・第2）

藤井町駒井2248番地1
北東児童センター内
☎23－5550

100名

北西児童クラブ
清哲町青木1078番地1
北西児童センター内
☎22－1775

50名

甘利児童クラブ
（第1・第2）

大草町上條東割788番地
甘利児童センター内
☎23－1535

100名

申込はオンライン申請でお願いします。

＊現在利用中の方も、毎年度申し込み
が必要です。

＊受付期間終了後は状況を踏まえ、随
時受付を行います。（随時受付：令和
7年2月3日（月）からを予定）

■開所日・開所時間
開所日 開所時間

月～金曜日（学校開校日） 下校後から19時まで

土曜日・長期休業等 7時30分から19時まで

＊18時半以降は延長利用料が発生します。
＊18時以降は最終児童の退館後に閉館となります。
＊土曜日利用については事前登録制で、世帯の保護者

全員が就労等により土曜日が留守家庭となる児童が
利用対象となります。韮崎児童センターでの合同開
催となります。

■対象児童
利用区分 対象学年 要件

年間利用
（月額会員） 1～3年生 保護者の就業・疾病・看護等により留守家庭となる児童

1日利用
（一時利用） 1～6年生 上記に準じ一時的にクラブ利用が必要となる児童

＊感染症や熱中症対策による3密（密集・密接・密閉）の回避を図るため、1人での留守番が困難な3年生までの低学年
を優先し、4年生以上は１日利用としての入会となります。ご理解とご協力をお願いします。

＊利用区分の変更は、月単位となり、転職で勤務状況が変わる場合などに限ります。

■受付場所・時間
申請方法 要件

スマホ・PC
受付期間の最終日、23時59分までに入力を完了させてください。24時間、土・日・祝日も申し込
みが可能です。詳しくは、11月１日（金）に公開する市ホームページ（上の二次元コード）をご確認
ください。24時間申請可能です。
URL：https://www.city.nirasaki.lg.jp/kosodate_kyoiku/zidoucenter/index.html

＊アクセス後、「令和７年度（2025年度）放課後児童クラブ員の入会・利用のご案内」へお進みください。

■問い合わせ　こども子育て課 子育て支援担当　☎２２－１１１５

令和７年度 放課後児童クラブ児童募集
放課後児童クラブ員
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生涯学習フェスタ

　今年度は、あと2回です。空き家をお
持ちの方は奮ってご参加ください。

■日時　11月16日（土）　14時～16時
　　　　１月25日（土）　14時～16時
　　　　※各回限定６組、30分／組
■場所　韮崎市民交流センター・ニコリ
■申込み・問い合わせ
　デジタル戦略課 地域戦略担当
　　　　　　　　　　　　☎４５－９１７３

●11月16日（土）　大ホール
・開会（文化祭入賞者表彰式／調べる学習コンクール
　入賞者表彰式／作品発表）	 9：00～
・遊戯（すずらん保育園）	 11：00～
・文化協会　郷土芸能部（四ツ打ち保存会）	 11：30～
・文化協会　朗読部	 11：40～
・文化協会　詩吟部	 12：00～
・文化協会　民謡部	 12：10～
・文化協会　舞踊部	 12：20～
・文化協会　邦楽部	 13：00～
・文化協会　ダンス部	 13：10～
・文化協会　舞踏部	 13：25～
・文化協会　歌謡部	 13：35～
・文化協会　軽音楽部	 14：00～
・韮崎シティジュニアコーラス	 15：00～
・文化協会　コーラス部	 15：10～
・文化協会　吹奏楽部	 15：35～

●16日（土）　9：00～16：00
●17日（日）　9：30～15：05
・１階　文化協会作品展示・北杜市文化協会交
　　　　流展示、園児・小中学生入賞作品展示
　　　　（絵画・書道、図書館を使った調べる
　　　　学習コンクール）
・２階　公民館作品展示

●11月16日（土）・17日（日）　エントランスホール
・文化協会　茶道部　10：00～

16日先着250名、17日先着150名
※16日のみ　文化協会邦楽部コラボ演奏あり
　　　　　　（①10：30～　②11：30～）

・健玉ワークショップ
～脳と体が若返る健康けん玉～
16日（土）13：30～15：00
17日（日）10：00～11：30
大ホールホワイエ（２階）
※両日とも先着40名

・文化協会　華道部　13：00～15：00
（小ホールホワイエ）　　※先着30組

●11月17日（日）　大ホール
・文化協会　大正琴部	 9：30～
・公民館発表（大正琴）	 9：50～
・公民館発表（舞踊・ダンス他）	 10：25～
・市内子ども発表（キッズダンス）	 12：35～
・韮崎東中学校・韮崎西中学校 吹奏楽部（合同演奏）		
	 13：45～
・韮崎工業高校　吹奏楽部	 14：35～

■問い合わせ　韮崎市生涯学習フェスタ実行委員会事務局　教育課 生涯学習担当内　☎45－7209

韮崎市生涯学習フェスタ '24 開催
■日時　11月16日（土）～17日（日） ■場所　東京エレクトロン韮崎文化ホール

※そのほか各種施設においてもイベント実施中で
す。この機会にぜひお越しください。

・大村記念図書館　第21回富士さんへ謹賀新年
(年賀状入選作品展示)

・大村美術館　旅する絵画（企画展）
・ふるさと偉人資料館　南アルプスの山々ととも

に～韮崎市ゆかりの人物たち～（企画展）

★発表部門　※内容、時間等の変更の場合あり ★展示部門

★文化ホール自主企画イベント

★親子生け花体験（16日）

　ハウス栽培などで使われたビニールフィルムなどは、
産業廃棄物として処理することが、法律で義務付けられ
ています。
　処理センターでは、使用済みビニールフィルムなどを
分別し、適正な処理を行っています。
■持込場所・問い合わせ
　（公社）山梨県農業用廃プラスチック処理センター
　南アルプス市高田新田33-1　☎０５５－２８４－０９３８
　・収集日時　毎週月曜日と木曜日
　　８時30分～16時30分（昼休を除く）

農業用廃プラスチックは、適正に処理しましょう空き家個別相談会開催（要予約）

「楽器紹介」のほか「ドッキリ企画」も計画中！
演奏や楽器に興味のある小学生の皆さん

ぜひお越しください！
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介
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入
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保
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介
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【
表
１
】被保険者 保険料の額 保険料の納め方

第１号
被保険者

（65歳～）

基準額▶64,800
円（年額）
15段階に区分さ
れた所得段階に
応じて、基準額の
0.285から2.6倍
の保険料額が設
定されています。

老齢（退職）・
遺族・障害年
金を年額18
万円以上受給
している方

年金からの天
引き
【特別徴収】

上記の年金が
年額18万円
に満たない方
等

納付書による
納付または口
座振替
【普通徴収】

第2号
被保険者

（40～64歳）

加入している医
療保険の算出方
法により決まりま
す。

加入している医療保険の保険
料と一緒に納めます。
※詳細は加入先の医療保険者
　にお問い合わせください。

■このページの問い合わせ
　長寿介護課 介護保険担当　☎２３－４３１３

11
月
11
日
は
介
護
の
日

あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う

　
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
歳
を
重
ね
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、
家
族
で
介
護
に
つ
い
て
考
え
、
理
解
し
、
支
え
合
う
日

で
す
。

♥
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

　
利
用
す
る
に
は
？

　
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
人

の
助
け
が
な
い
と
難
し
く
な
っ
た

と
き
、
も
の
忘
れ
の
な
ど
が
多
く

な
っ
た
と
感
じ
た
と
き
は
、
ま
ず

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

い
い
日
い
い
日

【表１】

65歳以上の要介護認定状況

１００歳おめでとうございます♪
　９月23日（火）、大草町の野口まつ於さんが100歳の誕生日
を迎えられました。草取りなどをよくしているといい、少しで
も運動すると身体の調子も良くなるとのこと。魚や肉が好きな
ようで食事もしっかりとするそうです。また、自分でできるこ
とは自分でしており、家族にいつも感謝していると笑顔でたく
さん話してくれました。これからも長生きしてください♪

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

いい日いい日は、介護の日

要支援１  　55人

要支援２　101人

要介護１
256人

要介護２
293人

要介護３
227人

要介護４
209人

要介護５　135人

■ 要支援１　　■ 要支援２　　■ 要介護１
■ 要介護２　　■ 要介護３　　■ 要介護４
■ 要介護５　　

第１号被保険者数   8,989人
要介護認定者数
（要支援１～要介護５）

1,276人
要介護認定率           14.2％

（令和６年７月末現在）
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■
日
時　
11
月
18
日（
月
）

　
　
　
　
　
①
13
時
～

　
　
　
　
　
②
14
時
15
分
～

　
　
　
　
11
月
19
日（
火
）

　
　
　
　
　
③
10
時
30
分
～

■
場
所　
市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
内
容　
各
１
時
間
の
講
座

　
　
　
　
①
基
本
操
作
方
法
等

　
　
　
　
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
方
法

　
　
　
　
③
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
利
用

　
　
　
　
　
方
法

■
講
師　
Ｎ
Ｔ
Ｔ　

ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ

　
　
　
　
（
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
甲
府
西
店
）

■
対
象　
市
民　
15
名
程
度

■
受
講
料　
無
料

■
持
ち
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課

　
Ｄ
Ｘ
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当

☎
４
５

－

９
１
６
３

　
ア
ー
ト
リ
ッ
プ
は
絵
画
を
鑑
賞
し
な
が

ら
対
話
を
通
じ
、
脳
に
刺
激
を
与
え
、
想

像
力
を
豊
か
に
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
参
加
費
は
、
無
料
で
す
。

■
講
師　
ア
ー
ト
リ
ッ
プ

   　
　
　
ア
ー
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

　
　
輿
石　
美
和
子
氏

　
　
石
月　
奈
津
子
氏

■
日
時　
12
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
14
時
～
16
時

■
場
所　
韮
崎
大
村
美
術
館

■
対
象
者　
在
宅
介
護
さ
れ
て
い
る
方
・

こ
れ
か
ら
さ
れ
る
方
・
介
護
を
し
て
い

た
方
・
介
護
関
係
者
・
介
護
に
興
味
の

あ
る
方
、
現
在
介
護
を
受
け
て
い
る
ご

本
人
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
介
護
課
介
護
支
援
担
当

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
２
３

－

４
３
１
３

家
族
介
護
教
室

「
ア
ー
ト
リ
ッ
プ
」開
催

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

【あなたの今の
　フレイル状態は!?】

① 6か月間で体重が2～3㎏以上
減った □はい　□いいえ

② 疲れたような感じ（倦怠感）
が続く □はい　□いいえ

③ 筋力（握力）が低下した □はい　□いいえ

④ 以前に比べて歩く速度が遅く
なった □はい　□いいえ

⑤ 以前に比べて体を動かすこと
（活動量）が減った □はい　□いいえ

《はい》にチェックした項目が
3つ以上：「フレイル！」要介護状態にならないよ

うに心身の機能の改善に努めましょう。
1～2つ：「プレフレイル！」フレイル予防に取り

組みましょう。
な し ：「健康」今の良い健康状態を維持しま

しょう。

フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
も
う
！

●
フ
レ
イ
ル
と
は
…

　
高
齢
期
に
病
気
や
老
化
な
ど
の
影
響
を
受

け
て
、
心
身
の
活
力
（
筋
力
、
認
知
機
能
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
）
を
含
む
生
活
機
能
が

低
下
し
、
要
介
護
状
態
と
な
る
危
険
性
が
高

い
状
態
を
示
し
ま
す
。

●
フ
レ
イ
ル
予
防
に
大
事
な
こ
と

　
早
め
に
気
づ
き
、
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
す
！

　
フ
レ
イ
ル
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
予

防
を
行
う
こ
と
で
、
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
つ
な
が
る
、

様
々
な
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
介
護
課
介
護
予
防
担
当

　
☎
２
３

－

４
３
１
３

当てはまる方に☑を！

詳しくは
こちらから▶

いい日いい日は、介護の日
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いい日いい日は、介護の日

　７月に総合健診を受けた75歳以上の方に聞いたところ、４割の方が、全く運動をしていないという
回答でした。一人では運動を始めにくいという方は仲間と一緒に『いきいき貯筋クラブ』に参加しませ
んか？

■対　　象　おおむね65歳以上の方
■講　　師　健康運動指導士・シニア健康サポーター・市保健師　等
■時　　間　9時30分～11時
■持ち物等　水分補給ができるもの、体操ができる服装、室内用運動靴
■申 込 み　不要です。直接会場へお越しください。

※荒天や感染症等の状況により、日程は中止・変更となる場合があります。
※　　　　の日は「いきいき健口教室」として、口の健康について勉強します。
※　　　　の日は「シルバークッキング教室」として、栄養について勉強します。
   調理実習を行わず、講義のみとなります。
※   　　　の日は「脳ひらめき教室」として、回想法による認知症予防教室を行います。

令和６年度 いきいき貯筋クラブ（後期）開催日一覧表

いきいき貯筋クラブ（後期）がスタート！

■問い合わせ
　長寿介護課
　介護予防担当

☎23－4313

公民館名
開催日

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回

大草ふれあいセンター
火曜日開催 11月5日 11月26日 12月3日 12月17日 1月7日 1月21日 2月18日 3月4日 3月18日

旭公民館
月曜日開催 11月18日 12月2日 12月16日 1月6日 1月20日 2月3日 2月17日 3月3日 3月17日

清哲会館
木曜日開催 11月7日 11月21日 12月5日 12月19日 1月16日 1月30日 2月6日 2月20日 3月6日

中田公民館
月曜日開催 10月28日 11月11日 11月25日 12月9日 12月23日 1月27日 2月10日 3月10日 3月24日

竜岡体育館
木曜日開催 11月14日 11月28日 12月12日 12月26日 1月9日 1月23日 2月13日 2月27日 3月13日

武田の里ふれあいホール
水曜日開催 11月6日 11月20日 12月4日 12月18日 1月8日 1月22日 2月5日 2月19日 3月5日

穂坂町コミュニティセンター
金曜日開催 11月8日 11月29日 12月13日 12月20日 1月10日 1月31日 2月7日 2月28日 3月7日

■
日
時　
11
月
21
日（
木
）

         　
10
時
～
16
時

■
場
所

　
韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　
移
動
支
援
に
興
味

の
あ
る
方
、
活
動
し
た
い
方

な
ど
ど
な
た
で
も
運
転
だ
け

で
な
く
、
付
き
添
い
と
し
て

の
活
動
も
で
き
ま
す
。

■
内
容　
移
動
支
援
に
関
す
る

基
本
知
識
と
運
転
・
介
助
実

習
等

■
講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が

わ
福
祉
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

■
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
昼
食
、

運
転
免
許
証

※
免
許
は
無
く
て
も
可

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
ま
た
は
来
所
、
申
込
フ

ォ
ー
ム
に
て
受
付

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
２
２

－

６
９
４
４

～
移
動
支
援

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
～
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滞納整理強化月間・家屋消失の届出  

　固定資産税は、毎年１月１日現在に存在する家屋等に課税されます。家屋を取り壊しても所有者から届け
出がなければ課税されます。
　登記された家屋を取り壊した場合には、年内に法務局で滅失登記を行ってください。年内に滅失登記がで
きない方や未登記の家屋を取り壊した方は、必ず「家屋滅失届」を税務収納課へ提出してください。
※所有者や納税義務者が変わった場合なども、ご連絡をお願いします。
■提出書類
　●家屋滅失届
　●滅失したことが確認できる書類（建物滅失証明書、解体業者からの完了届、
　　請求書、取り壊した状況と日付が確認できる写真）
　※提出に必要な書類等については、市ホームページも併せてご確認ください。
■提出期限　12月20日（金）

■問い合わせ・提出先　税務収納課 資産税担当　☎45－7032

■差押や捜索など滞納処分の対象となります
　税金を滞納する人の中で、納税に応じない、納税相談に訪れない、財
産（給与、預貯金、生命保険、不動産、自動車等）があっても納税しな
いなど、悪質と判断される場合は、早期の段階から処分対象とします。
■納税に困ったら早めにご相談を！
　やむを得ない事情（離職や病気等による減収など）で、納期内に納付
ができない方は、早めに納税相談にお越しください。
■口座振替をご利用ください
　コンビニや金融機関等に行く手間も省け、納め忘れもなくなり、とても便利です。簡単な手続きで始め
られます。

■問い合わせ　税務収納課 収納推進担当　☎45－7043

家屋を取り壊した方は… 年内に滅失の届け出を！

です11月・12月は

《令和６年分》
給与所得の年末調整・
法定調書用紙の配布 

～税収入の確保と、税負担の公平性を保つため、滞納整理を強化します～

■日時　11月15日（金）
　　　14時～15時30分

■場所　市役所４階　大会議室
■注意事項
　※予約不要
　※配布日以後は、１階税務収納課に
　　て必要書類を随時配布します。

■問い合わせ
　税務収納課 市民税担当

☎45－7021

　この機会に、「ねんきんネット」でご自身の年金
記録や年金見込額を確認してみましょう。スマホや
PCでいつでも確認できます。
　また、マイナポータルと連携することで、保険料
の口座振替申出等の電子申請や、確定申告で利用可
能な控除証明書等の電子データの取得ができます。

■日本年金機構ホームページ（ねんきんネット）
https://www.nenkin.go.jp/n_net/

■問い合わせ　
　竜王年金事務所
　　　　　　　☎055－278－1100

滞 納 整 理 強 化 月 間

1
い い み ら い

1月30日は「年金の日」です！

▲詳しくは
　こちらから
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財政状況

自主財源　韮崎市が自主的に収入できる財源：51.2%
依存財源　自主財源以外（国県支出金・市債）の財源
　　　　　：48.8%

　歳入は、市税が法人市民税等の減により約4億
8千万円（7.7％）の減、地方交付税が普通交付
税の減により約5億5千万円（19.2％）の減と
なりました。
　一方、寄附金がふるさと応援寄附金の増により
約4億4千万円（70.7％）の増、国庫支出金が
社会資本整備総合交付金等の増により約4億1
千万円（17.1％）の増、市債が投資的事業の増
により約9億6千万円（112.5％）の増となりま
した。
　全体では、前年度に比べ一般会計総額で約14
億5千万円（8.5％）の増となりました。

　歳出は、民生費が民間保育所等施設整備補助金
や民営化保育施設用地水害対策嵩上整備費補助金
等により約5億8千万円（12.4％）の増、衛生
費が新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る
国庫支出金返還金、病院事業会計補助金等により
約1億7千万円（10.8％）の増、教育費が市営
新体育館整備事業費や総合運動場整備事業費等に
より、約5億5千万円（29.6％）の増となりま
した。
　一方、商工費が企業立地支援事業費が増となっ
たものの、キャッシュレス決済ポイント還元事業
費、チームにらさきエール商品券事業費等の減に
より、約1億円（15.3％）の減となりました。
　全体では、前年度に比べ一般会計総額で約15
億2千万円（9.2％）の増となりました。

　令和5年度の決算状況のほか、令和6年度の予算の補正状況について、その概要を公表します。

市税 市民税（個人・法人）、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税、
入湯税、都市計画税

地方交付税
全国の市町村が一定水準の行政サービスを提供できるよう、国
税のうち所得税、法人税、酒税、消費税の一定割合を国が交付
するお金

使用料および
手数料

使用料は市の施設の使用者に対してその対価として支払ってい
ただくお金（市営体育館使用料など）、手数料は市が行うサー
ビスを受ける方に負担していただくお金（住民票発行手数料な
ど）

国庫支出金 特定の事業の財源として国から交付される負担金や補助金など

県支出金 特定の事業の財源として県から交付される負担金や補助金など

財産収入
市が所有する土地や建物などの財産を貸し付けたり、売り払っ
たりすることで得られる収入や基金を運用することで得られる
利子・配当金など

繰入金 市の基金（貯金）を取り崩して、各種事業の財源に充てるお金

市債 道路・水路などの基盤整備や公共施設の建設・改修などの財源
とするための借入金

議会費 議会の運営や議員の報酬に関する経費

総務費 戸籍、庁舎や財産の維持管理、選挙等に要する経費

民生費 高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、生活保護等に要す
る経費

衛生費 健康診断や廃棄物処理など、保健や環境衛生に要する経費

労働費 労働者福祉対策、雇用対策などに要する経費

農林水産業費 農業、林業の振興や基盤整備に要する経費

商工費 商工業や観光の振興などに要する経費

土木費 道路や河川公園などの整備、維持管理に要する経費

消防費 消防、防災対策等に要する経費

教育費 小中学校、生涯学習、スポーツの振興に要する経費

公債費 市債（市の借金）を返済する元金と利子の償還金

災害復旧費 自然災害などで被害を受けた道路や水路の復旧に要する経
費

【用語の解説】

市税
57億5,060万4千円
　　　　　  30.9％ 

地方交付税
23億290万4千円　12.4％

分担金及び負担金　　　   
 1億6,778万3千円   0.9％

国庫支出金
27億8,771万3千円　15.0％

財産収入
8,534万4千円　0.4％

繰入金
11億2,958万7千円　6.1％

市債
18億730万円　9.7％

その他   11億2,296万2千円　6.0％

地方譲与税等
11億3,858万5千円
　　　　　    6.1％

寄附金
10億5,313万6千円
5.6％

県支出金
10億5,869万7千円　5.7％

使用料及び手数料
2億2,913万3千円　1.2％

 歳入総額
186億3,374万8千円

総務費
28億2,973万5千円
　　　　　  15.7％

民生費
　  52億5,314万円
                 29.1％

衛生費　17億3,223万6千円　9.6％
労働費　2,261万6千円　0.1％

農林水産業費
7億3,929万4千円　4.1％

商工費
5億6,881万2千円　3.1％

土木費
17億2,268万6千円　9.5％

消防費
6億1,674万4千円　3.4％

教育費
24億1,330万7千円　13.4％

議会費
1億3,710万7千円　0.8％

公債費
20億1,737万7千円　11.2％
災害復旧費
705万円　0.0％

 歳出総額
180億6,010万4千円

韮崎市の財政状況を公表

令和５年度 一般会計決算

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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特別会計・企業会計決算

財政状況

　実質単年度収支は、単年度収支から実質的な黒字要素（財
政調整基金積立金、地方債繰上償還額）や赤字要素（財政調
整基金取崩額）を加減したもので、当該年度における実質的
な収支を把握するための指標です。  
　令和5年度は、歳入では、地方税、地方交付税等が減収と
なったものの、国庫支出金やふるさと応援寄附金のほか、投
資的事業に充当するための市債が増となったことで、前年度
に比べ8.5％の増となりました。歳出では、市営新体育館や
総合運動場の整備をはじめとした投資的経費が大きく増加し
たことなどにより前年度に比べ9.2％の増となりました。
　実質単年度収支は、繰上償還を実施したものの、単年度収
支が赤字となったことに加え、積立金取崩額が積立金を上
回ったことで2億7,814万円の赤字となりました。

※令和６年4月1日現在の人口（27,986人）で割って算出し
た額を行政サービス額としています。

年　度 令和５年度

歳入決算額（A） 18,633,748

歳出決算額（B) 18,060,104

歳入歳出差引額（C）
【（A）－（B）】 573,644

翌年度に繰り越すべき財源（D） 132,242

実質収支（E）
【（C）－（D）】 441,402

単年度収支（F） △ 66,007

積立金（G） 270,234

繰上償還金（H） 194,548

積立金取崩額（I） 676,915

実質単年度収支（J） 
（F）+（G）+（H）ー（I） △ 278,140

議会運営のため（議会費） 4,899

庁舎管理や戸籍のため（総務費） 101,113

福祉のため（民生費） 187,706

環境や健康のため（衛生費） 61,897

就労支援のため（労働費） 808

農林業のため（農林水産業費） 26,417

商工業や観光振興のため（商工費） 20,325

道路や公園のため（土木費） 61,555

地域防災のため（消防費） 22,038

教育のため（教育費） 86,233

災害復旧のため（災害復旧費） 252

借入金返済のため（公債費） 72,085

支出総額 645,328

市民税（個人）市民一人あたり 60,685

固定資産税（個人）市内一世帯あたり 73,073

軽自動車税市内一世帯あたり 10,599

市たばこ税市民20歳以上一人あたり 10,647

入湯税市民一人あたり 286

都市計画税（個人）都市計画区域内
一世帯あたり 7,655

国民健康保険税被保険者一人あたり 85,616

特別会計 歳入 歳出 歳入のうち 
一般会計繰入金

国民健康保険 3,104,347 3,104,347 218,082

後期高齢者医療 393,194 392,361 85,050

介護保険 2,755,457 2,685,504 446,322

介護サービス事業 5,619 5,619 2,079

財産区 9,001 4,681 0

企業会計 収入 支出 収入のうち 
一般会計補助金

市立病院
収益的 2,743,281 2,876,947

346,903
資本的 204,674 274,831

資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　69,778
当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額　379

水道事業
収益的 865,906 849,780

172,471
資本的 381,103 561,307

資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　8,064
当年度分損益勘定留保資金　132,687
当年度分消費税および地方消費税収支調整額　15,533
減債積立金　23,920

【参　考】
実質収支＝歳入歳出差引額－翌年度に繰り越すべき財源
単年度収支＝当年度実質収支－前年度実質収支
実質単年度収支＝単年度収支＋積立金（財政調整基金）＋
　　　　　　　　繰上償還額－基金取崩額（財政調整基金）

簡易水道
事　　業

収益的 26,371 22,268
10,212

資本的 41,917 48,561

資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　6,539
当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額　105

下水道
事　業

収益的 819,145 795,451
575,499

資本的 733,496 1,071,400

資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　20,867
当年度分損益勘定留保資金　314,393
当年度分消費税および地方消費税収支調整額　2,644

（単位：千円）

実質単年度収支 （単位：千円）

市民一人あたりの
行政サービス費用 （単位：円）

主な市税の負担状況 （単位：円）



12

財政状況

令和5年度決算額　800万円（右表）

　観光の振興・環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設および
消防施設その他消防に必要な施設の整備に要する費用に充て
ることを目的とした地方税です。

令和5年度決算額　3,492万2千円
（右表）

　都市計画事業や土地区画整理事業に要する費用に充てるこ
とを目的とした地方税です。

　令和5年度末の残高は、前年度比で約6億円（8.1％）の減となりました。
　市民一人あたりの貯金額は、令和5年度末の残高を27,986人（4月1日現在の住民基本台帳人口）で割って算出し、
約244千円となります。

区　分基金名 令和４年度末現在高 令和５年度中積立額（増額） 令和５年度中取崩額（減額） 令和５年度末現在高
韮崎市財政調整基金 2,411,247 270,234 676,915 2,004,566

（内土地開発公社貸付金） 16,017 0 0 16,017
韮崎市都市計画事業基金 355,404 12,449 110,000 257,853
韮崎市職員の退職手当準備基金 179,477 2,921 0 182,398
韮崎市市債管理基金 518,997 48,077 100,000 467,074
韮崎市社会福祉事業基金 158,386 3,345 14,337 147,394
韮崎市国際交流基金 82,022 0 7,646 74,376
韮崎市地域福祉基金 298,000 0 0 298,000
韮崎市育英奨学基金 126,305 0 5,091 121,214
韮崎市公共施設整備基金 1,762,525 52,411 174,228 1,640,708
韮崎市立小中学校施設整備基金 535,478 2,067 20,829 516,716
韮崎市小水力発電施設整備基金 1,611 0 0 1,611
韮崎市社会教育振興基金 9,822 82,501 8,330 83,993
韮崎市森林環境譲与税基金 4,827 772 0 5,599
韮崎市まち・ひと・しごと創生基金 104,402 11,422 8,638 107,186
韮崎市ふるさと応援寄附金基金 3,572 200,827 3,573 200,826

一般会計（小計） 6,552,075 687,026 1,129,587 6,109,514
韮崎市国民健康保険財政調整基金 432,466 181 130,826 301,821
韮崎市介護保険事業基金 353,908 177 22,215 331,870
財産区 81,600 863 2,954 79,509

特別会計（小計） 867,974 1,221 155,995 713,200
合          　計 7,420,049 688,247 1,285,582 6,822,714

入湯税充当事業区分 事業費 入湯税充当額
環境衛生施設の整備 上水道施設の整備 18,916 698
消防施設等の整備 消防可搬式ポンプ2台購入 3,806 2

観光施設の整備
観光施設管理事業 30,613 175
健康ふれあいセンター管理
事業 5,332 128

観光振興 観光宣伝事業 1,098 322
韮崎市観光協会補助金 19,630 6,675
合計 79,395 8,000

都市計画税充当事業区分 事業費 都市計画税充当額
都市計画事業 都市計画基金積立 12,449 10,115

その他
都市計画区域マスター
プラン策定費 35,950 9,503

都市計画事業債償還額 15,304 15,304
合計 63,703 34,922

　令和5年度末の市全体の市債現在高は、令和4年度
末より2億1千万円減少し、299億8千万円となりまし
た。内訳は事業債が194億1千万円（64.7％）、特例債
（歳入不足を補うために地方交付税制度等で設けられ
ている特例的な借入金）が105億7千万円（35.3％）と
なっています。
　事業債については一般会計において市営新体育館等の
整備のために前年度の2倍以上の借入を行ったものの、
繰上償還を行ったことなどにより前年度から2億4千万
円（1.2％）の減となりました。一方、特例債について
は、臨時財政対策債の発行可能額は減ったものの、法
人市民税の減に伴い、減収補てん債の借入れを行ったた
め、前年度から3千万円（0.3％）の増となっています。
　今後も市では、臨時財政対策債などの特例債や交付税
による補てん割合の大きい有利な借入金を選択して借入
れをしていく方針です。ただし、市債は借金であります
ので、発行についてはより一層の注意を払い健全な財政
運営に努めてまいります。

　国税である森林環境税を国が地方公共団体に交付するもの
であり、森林の伐採や人材育成・担い手の確保、木材利用の
促進等に要する費用に充てることを目的とした譲与税です。

森林環境譲与税充当事業区分 事業費 森林環境譲与税充当額
林業総務一般事務費 7,747 7,747
森林環境譲与税基金積立金 771 771

合計 8,518 8,518

令和5年度決算額　851万8千円
（右表）

市債の事業別・借入先別残高

基金の残高 （単位：千円）

目的税・譲与税の使途 （単位：千円）

◇森林環境譲与税

◇都市計画税

◇入湯税

0 20 40 60 80 100
(億円)

下水道事業債 54.9 14.2 18.2

一般単独事業債 25.4 8.7

水道事業債 24.3

12.5 5.1

0.8
教育・福祉施設等

整備事業債
公共事業債

病院事業債

一般会計出資債

13.5

3.1

6.7
公営住宅建設

事業債

臨時財政対策債

減収補てん債

その他

44.8 14.4

29.2

13.6 3.3

事
業
債

【
１
９
４
億
１
千
万
円
（
６
４・７
％
）】

特
例
債

【
１
０
５
億
７
千
万
円

（
３
５・２
％
）】

令和5年度末残高 299億8千万円

市債残高299億8千万円のうち交付
税等による補てんにより市の実質的
負担は139億6千万円となり、市民一
人あたりの負担額は約49万9千円と
なります。
※一人あたり負担額は、実質的負担額

を27,986人（4月1日現在の住民基
本台帳人口）で割って算出しました。

■ 政府資金　　■ 地方公共団体金融機構　　■ 金融機関等　　■ 山梨県

0.4

0.8

3.6

0.3

0.2

0.9

5.0

0.9
0.1
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財政状況

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく本市財政の健全化判断比率および資金不足比率は、早期・経営健全
化基準を大きく下回り、健全財政を堅持しています。

※標準財政規模とは、標準的な一般財源収入額をいい、市税、地方譲与税及び普通交付税が含まれています。

※市の各比率が上記の早期健全化基準等を超えた場合には、財政健全化計画等の策定をす
ることになります。

※各指標の算定方法などは市ホームページ（二次元コード）に掲載しています。

区分 比率の説明 算定結果 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 一般会計の標準財政規模（※）に占める実質赤字額の
割合で、財政運営の悪化の度合いを示すものです。 -　 13.47 20.00

連結実質赤字比率
標準財政規模に対する一般会計、特別会計及び公営企
業会計の実質赤字額の割合で、市の全会計の財政運営
の悪化の度合いを示すものです。

-　 18.47 30.00

実質公債費比率
標準財政規模に対する市の借入金の返済額やこれに準
じる額の割合（３か年平均）で、資金繰りの程度を示
すものです。

10.5 25.0 35.0

将来負担比率
標準財政規模に対する市の借入金など将来負担するこ
とになる負債見込額の割合で、将来の財政運営を圧迫
する可能性の度合いを示すものです。

56.9 350.0 -　

区分 算定結果 経営健全化基準 比率の説明
病院事業 - 20.0 資金不足比率は、公営企業の

事業規模に対する資金不足額
の割合ですが、各会計とも資
金不足額がないため、比率は
算定されません。

水道事業 - 20.0
簡易水道事業 - 20.0
下水道事業 - 20.0

区　　　分 当初予算額 補正予算額 補正後の予算額 繰越額 予算現額
一般会計 18,106,000 924,874 19,030,874 1,927,786 20,958,660
特別会計 6,537,047 67,391 6,604,438 0 6,604,438

内　
　
訳

国民健康保険 3,215,261 5,368 3,220,629 0 3,220,629
後期高齢者医療 513,487 0 513,487 0 513,487
介護保険 2,796,659 62,023 2,858,682 0 2,858,682
介護サービス事業 6,136 0 6,136 0 6,136
財産区 5,504 0 5,504 0 5,504

企業会計 6,705,170 0 6,705,170 339,712 7,044,882

内　
　
訳

市立病院 3,256,957 0 3,256,957 0 3,256,957
水道事業 1,452,919 0 1,452,919 262,427 1,715,346
簡易水道 83,342 0 83,342 76,647 159,989
下水道事業 1,911,952 0 1,911,952 638 1,912,590

合　計 31,348,217 992,265 32,340,482 2,267,498 34,607,980

社会保障財源充当事業区分 事業費 充当額
社会福祉事業 2,479,654 255,083
社会保険事業 1,051,569 108,177
保健衛生事業 488,606 50,264

交付金充当事業　合計 4,019,829 413,524

交付金の使途

令和6年度 上半期予算の補正状況

健全化判断比率等の公表

（単位：千円）

（単位：％）

（単位：千円）

　社会保障に要する費用に充てることを目的とした交
付金です。

◇地方消費税交付金（社会保障財源化分）
   令和5年度決算額　4億1,352万4千円（右表）

◇健全化判断比率

◇資金不足比率
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市制施行70周年記念式典

◆
有
功
表
彰

市
議
会
議
員

　
西
野　
賢
一
（
藤
井
町
）

青
木
御
座
石
恩
賜
林
保
護
財
産

区
管
理
会
委
員

　
藤
原　
芳
洋
（
清
哲
町
）

◆
功
労
表
彰

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

　
淺
川　
節
子
（
龍
岡
町
）

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員

及
び
会
長

　
小
川　
由
美
子
（
中
田
町
）

保
育
園
医

　
寺
本　
眞
人

　
　
　
　
　
（
本
町
二
丁
目
）

学
校
医

　
丸
茂　
光
二
（
甲
斐
市
）

保
育
園
歯
科
医

及
び
学
校
歯
科
医

　
山
本　
和
惠

（
富
士
見
二
丁
目
）

行
政
相
談
委
員

　
長
坂　
一
能
（
藤
井
町
）

民
俗
資
料
館
運
営
審
議
会
委
員

　
名
取　
源
文
（
穂
坂
町
）

文
化
財
審
議
会
委
員
及
び
会
長

　
新
津　
健
（
甲
斐
市
）

社
会
教
育
委
員
及
び
会
長

　
桝
形　
昭
平
（
旭
町
）

民
生
委
員
児
童
委
員

　
毛
利　
京
子

　
　
　
　
（
富
士
見
二
丁
目
）

◆
善
行
表
彰

多
額
の
浄
財
の
寄
附

　
株
式
会
社
Ｏ
Ｚ
Ｋ

　
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム

　
韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
上
原　
充
（
東
京
都
）

　
小
泉　
省
三
（
神
奈
川
県
）

　
清
水　
美
知
雄
（
東
京
都
）

　
志
村　
信
（
甲
府
市
）

　
（
故
）内
藤　
ゆ
き
子

（
神
奈
川
県
）

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

支
援
等
に
多
額
の
浄
財
の
寄
附

　
明
治
安
田
生
命
保
険

　
　
　
相
互
会
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甲
府
支
社

市
内
教
育
・
保
育
施
設
、

小
学
校
へ
備
品
を
寄
贈

東
京
エ
レ
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ト
ロ
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テ
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ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
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学
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韮
崎
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高
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植
物
保
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山
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整
備

活
動
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自
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活
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等
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非
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利
活
動
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人

　
　
　
　
　
　
甘
利
山
倶
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部
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動
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社
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自
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社
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韮
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形
民
俗
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化
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民
館
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文
化
財

　
　
　
　
綾
棒
踊
り
保
存
会

市
内
教
育
・
保
育
施
設
、
小
学

校
で
環
境
学
習
会
の
実
施

韮
崎
市
環
境
事
業
協
同
組
合

社
会
福
祉
事
業
に
貢
献

韮
崎
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

在
宅
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅

等
で
の
奉
仕
活
動

　
韮
崎
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
祉
施
設
等
で
の
読
み
聞
か
せ

活
動

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
こ
ぶ
し
の
会

福
祉
施
設
等
で
の
大
道
芸
実
演

活
動

　
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た

高
齢
者
の
ケ
ア
活
動

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
ロ
バ
と
う
さ
ぎ
の
会

多
施
設
で
人
形
劇
等
を
披
露

　
人
形
劇
団
も
も
た
ろ
う
７

高
齢
者
世
帯
等
で
の
奉
仕
作
業

　
韮
崎
だ
ん
ぼ
ら
の
会

介
護
に
か
か
わ
る
男
性
の
支
援

　
山
梨
や
ろ
う
の
会

姉
妹
都
市
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

市
と
の
国
際
親
善
活
動

　
韮
崎
・
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
協
会

チ
ェ
コ
共
和
国
メ
ヘ
ニ
ッ
チ
ェ

市
と
の
国
際
親
善
活
動

　
韮
崎
メ
ヘ
ニ
ッ
チ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
友
好
協
会

「
に
ら
ま
ん
」
普
及
を
通
し
た

地
域
活
性
化

　
韮
崎
に
ら
の
会

美
術
作
品
の
寄
贈

　
大
村　
智
（
東
京
都
）

　
尾
形　
純
（
東
京
都
）

　
遠
山　
香
苗
（
東
京
都
）

　
南　
健
（
東
京
都
）

韮
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
及

び
会
長

　
金
丸　
光
太
郎
（
藤
井
町
）

韮
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事

　
大
木　
純
（
龍
岡
町
）

　
久
保
田　
誠
（
旭
町
）

　
野
田　
金
昭
（
大
草
町
）

　
早
川　
洋　
（
藤
井
町
）

　
藤
原　
英
喜
（
穴
山
町
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者

　
野
尻　
美
穂
子
（
穂
坂
町
）

　
山
寺　
政
剛

　
　
　
　
（
富
士
見
三
丁
目
）

　
山
本　
岳
生

　
　
　
　
　
（
本
町
二
丁
目
）

　
山
本　
義
人

　
　
　
　
　
（
本
町
二
丁
目
）

　
横
森　
優
（
穂
坂
町
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　
荻
野　
寿
代
（
龍
岡
町
）

　
清
水　
ま
ゆ
み

　
　
　
　
（
富
士
見
三
丁
目
）

　
春
藤　
博
子
（
一
ツ
谷
）

　
高
橋　
量
子
（
旭
町
）

　
田
中　
典
子
（
藤
井
町
）

　
中
込　
か
ね
子
（
藤
井
町
）

　
中
村　
由
美
子

　
　
　
　
　
（
本
町
二
丁
目
）

◆
感
謝
状

多
額
の
浄
財
の
寄
附

　
株
式
会
社
宝
リ
サ
イ
ク
ル

　
株
式
会
社
日
本

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

　
新
生
紙
パ
ル
プ
商
事

　
　
　
　
　
　

  


株
式
会
社

　
山
伸
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社

　
レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社

小
学
校
新
入
学
児
童
へ
反
射
ス

ク
ー
ル
バ
ッ
グ
等
寄
贈

　
甲
斐
韮
崎
交
通
安
全
協
会

小
学
校
新
入
学
児
童
へ

黄
色
い
帽
子
の
寄
贈

　
峡
北
地
区
明
る
い
社
会

　
　
　
づ
く
り
運
動
協
議
会

小
学
校
新
入
学
児
童
へ
反
射
板

型
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
寄
贈

　
韮
崎
地
区

　
　
　
　
タ
ク
シ
ー
協
議
会

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
運

営
委
員

　
石
山　
孝
（
北
杜
市
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ

　
秘
書
人
事
課
秘
書
担
当

　
　
　
☎
４
５

－

９
３
４
４

市
制
施
行
70
周
年
ー
各
種
表
彰
者
の
ご
紹
介
ー
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防災講座・まちかどトピックス

平和観音　清掃作業
　韮崎市建設安全協議会では、韮崎市制施行70周年を記念して
市のシンボルである韮崎平和観世音菩薩立像がより多くの人に親
しまれるように清掃ボランティア活動を行いました。協議会員
30名のご協力をいただき、観音像の汚れが落ちてとてもきれい
になりました。清掃いただきありがとうございました。

令和６年９月能登半島大雨災害
義援金の受け付けをしています。

　皆さまの温かいご支援・ご協力をよろしくお
願いします。
■受付期間　令和７年３月31日（月）まで
■受付場所
　・市役所１階正面受付および福祉課窓口　
　　平日８時30分～17時15分
　・社会福祉協議会（老人福祉センター）
　　平日９時30分～16時30分
　※義援金は、確定申告の対象となります。希望

者には救援金採納証明書を発行しています。
■問い合わせ
　福祉課 障がい福祉担当　☎２２－１９９２

大地震に備えて
家具・家電類の固定方法を毎月紹介します！

　電動ドリルセットは無料で貸し出します。木ネジと金具も必要数を無料で提
供します。下記に申し出てください。

宝くじの助成で
自主防災組織と消防団へ
資機材を配備しました！

背負い式
水のう　▼

■問い合わせ
　総務課 危機管理担当
　　　　☎４５－９３６８

家具をシンプルな金具で固定する方法

自主防災活動
で使用する資
機材　　　　▶

■申込み・問い合わせ　総務課 危機管理担当　    ☎４５－９３６８
           ＮＰＯ法人減災ネットやまなし　☎２３－５６５６

固定金具・木ネジ 固定例

防 災 講 座

防災

具体的な固定法 使用する工具と材料　
色々なタイプの金具を使用し、家具を
柱等と木ネジで固定します。（できれ
ば複数個所）

○工具：電動ドリル 
○材料 
・金具の種類は水平、Ｔ型、Ｌ型、平折、横折（左右）等 
・木ネジのサイズは大中小様々

第1回目

　今月から５回にわたり、大地震に備えた家具等の固定方法を紹介します。
　家族の命を守るため、ぜひ取り組んでください。



16

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

ふ
る
さ
と

偉
人
資
料
館

☎
２
１ｰ

３
６
３
６

イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

『
家
族
に
手
紙
を
送
ろ
う
！
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
中
!!

　
11
月
第
３
日
曜
日
の
「
家
族
の

日
」
に
あ
わ
せ
て
手
紙
を
送
り
ま

せ
ん
か
？

■
募
集
期
間　
11
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
15
時
ま
で
投
函
可

※
11
月
17
日（
日
）ま
で
に
配
達
予
定

■
場
所　
１
階
共
用
ス
ペ
ー
ス

『
フ
ル
ー
ツ
カ
ッ
ト
教
室
』

（
要
予
約
）

■
日
時　
11
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　
１
階
調
理
室

■
受
講
料　
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
材
料
費
込
み
）

■
定
員　
中
学
生
以
上
16
名

　
　
　
　
※
最
少
開
催
人
数
５
名

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド

タ
オ
ル
、
タ
ッ
パ
、
ペ
テ
ィ
ナ

イ
フ
（
フ
ル
ー
ツ
ナ
イ
フ
）

■
講
師　
八
ヶ
岳
シ
フ
ォ
ン
工
房

　
月
の
ひ
る
ね
高た

か
は
し橋　
淳じ

ゅ
ん
こ子
氏

『
お
し
ゃ
れ
お
正
月
飾
り
（
熊
手

バ
ー
ジ
ョ
ン
）』（
要
予
約
）

■
日
時　
12
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

「
名
探
偵
が
多
す
ぎ
る
」
展
示

　
11
月
４
日
は
、
お
子
さ
ん
に
人

気
の
「
お
し
り
た
ん
て
い
」
の
誕

生
日
で
す
。
そ
こ
で
11
月
は
、
国

内
外
の
名
探
偵
を
集
め
た
展
示
を

実
施
し
ま
す
。
お
馴
染
み
の
名
探

偵
か
ら
注
目
の
名
探
偵
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
名
探
偵
た
ち
と
一
緒
に

冒
険
し
ま
し
ょ
う
。

■
展
示
期
間　
11
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
～
11
月
28
日（
木
）

第
21
回　
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年

　
～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～

　
　
　
入
賞
・
入
選
作
品
巡
回
展

　

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
主
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
る

富
士
山
あ
て
年
賀
状
の
入
選
作
品

２
０
０
点
を
館
内
に
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　
11
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
～
11
月
24
日（
日
）

■
場
所　
会
議
室
５
・
６

■
受
講
料　
２
，３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
材
料
費
込
）

■
定
員　
15
名

　
　
　
　
※
最
少
開
催
人
数
５
人

■
持
ち
物　
ニ
ッ
パ
ー
（
針
金
を

カ
ッ
ト
で
き
る
道
具
）、
ハ
サ
ミ
、

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
グ
ル
ー

ガ
ン
（
お
持
ち
の
方
）

■
講
師

　
ア
ト
リ
エ
・
サ
ン
サ
シ
オ
ン 

竹た
け
う
ち内　
ま
さ
み
氏

お
は
な
し
会
と
お
り
が
み
教
室

　
季
節
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
お
り
が
み

教
室
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
か
ら
各
20
分
程
度

■
場
所　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
幼
児
～
小
学
校

　
　
　
　
低
学
年
の
子
ど
も

朗
読
の
つ
ど
い

　
11
月
は
市
内
三
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
11
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
会
議
室
９

■
内
容

「
ワ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
の
女
た
ち
」

山
本
有
三
作

　
　
　
朗
読　
松ま

つ
む
ら村
淑と

し
こ子
さ
ん

「
連
れ
あ
い
」

内
海
隆
一
郎
作

　
朗
読　
清し

み
ず水
ひ
ろ
美み

さ
ん

「
お
み
よ
の
知
恵
」　

　
藤
井
町
の
伝
説

　
朗
読　
ひ
び
き
の
会

　
　
　
　
の
皆
さ
ん

だ
っ
こ
の
会

　
わ
ら
べ
歌
、
手
遊
び
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
11
時
か
ら
20
分
程
度

■
場
所　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
乳
幼
児

「
先
人
か
ら
学
ぼ
う

　
　
て
っ
！
す
ご
い
じ
ゃ
ん　

　
　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
」

　
企
画
展
を
よ
り
深
く
知
る
た
め

に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
（
開
場
13
時
）

■
場
所　
会
議
室
５
・
６
・
７

■
定
員　
50
名
程
度

■
講
師

　
韮
崎
市
商
工
観
光
課

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
堀ほ

り
う
ち内　
美み

つ

こ

津
子
氏

　
韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

学
芸
員　
海え

び
ぬ
ま

老
沼　
美み

ほ穂
氏

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

韮
崎
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者

★
小
学
生
の
部

名
誉
市
民
賞

倉
谷　
凜
子
（
韮
崎　
４
年
）

市
長
賞

金
丸　
　
央
（
北
東　
３
年
）

教
育
長
賞

喜
多
井
心
葉
（
甘
利　
６
年
）

校
長
会
会
長
賞

渡
邉　
逞
真
（
北
東　
３
年
）

図
書
館
長
賞

名
取　
怜
珠
（
北
東　
５
年
）

★
中
学
生
の
部

名
誉
市
民
賞

入
戸
野
幸
実
（
韮
崎
西
２
年
）

市
長
賞

平
島　
　
苺
（
韮
崎
西
２
年
）

功
刀　
花
菜
（
韮
崎
西
２
年
）

教
育
長
賞

佐
田　
実
優
（
韮
崎
西
２
年
）

校
長
会
会
長
賞

水
上　
未
菜
（
韮
崎
西
２
年
）

図
書
館
長
賞

小
澤　
優
咲
（
韮
崎
西
２
年
）

末
田　
千
織
（
韮
崎
西
２
年
）

第11回
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★
費
用
の
記
載
が
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
参
加
無
料
で
す
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ
７
６
７
６

に
ら
★
ち
び
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ

　
～
縄
文
を
感
じ
よ
う
～

（
要
予
約
・
雨
天
中
止
）

■
日
時　
11
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時

■
集
合　
10
時
15
分

　
　
　
　
下
円
井
公
民
館

　
　
　
　
（
円
野
町
）

■
対
象

　
未
就
園
児
の
親
子　
10
組

■日　時　11月23日（土）
　　　　　10時～11時30分 
■場　所　市営総合運動場
■対　象　３歳以下の親子100組
■問い合わせ　子育て支援センター
　　　　　　　☎23－7676 ア

ラ
フ
ォ
ー
パ
パ
マ
マ
の
会

（
要
予
約
）

■
日
時　
11
月
13
日（
水
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
象　
未
就
園
児
の
ア
ラ
フ
ォ

ー
の
パ
パ
マ
マ　
８
組

韮
高
へ
行
こ
う
♪
（
要
予
約
）

　
韮
崎
高
校
へ
み
ん
な
で
遊
び
に

行
き
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
11
月
27
日（
水
）

　
　
　
　
９
時
50
分
～
10
時
40
分 

■
集
合　
９
時
30
分

　
　
　
　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前

　
　
　
　
※
雨
天
時
は
現
地
集
合

※
開
催
場
所
・
詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

第13回
Ｕ-３親子サッカー
フェスティバル

要予約

（
有
料
広
告
）

【作り方】
①大根・にんじんは、いちょう切り、じゃがいもは、小さめの角

切り、えのきたけは、２～３cm幅に切る。
②鍋に、だし汁を入れて、①の具材をいれて、柔らかくなるまで

煮る。
③酒粕を、鍋のだし汁を少しとって溶かしてから、鍋に戻し入れ

３分ほど煮る。
④味噌を溶き入れて、火を止める。

「酒粕入りみそ汁」
～毎月１９日は「食育の日」～ 【材料（４人分）】

◆大根 ・・・・・・ 100ｇ
◆にんじん ・・・・ 40ｇ
◆じゃがいも ・・・ 300ｇ
◆えのきたけ ・・・ 60ｇ
◆だし汁 ・・・・・ 600㏄
◆味噌 ・・・・・ 大さじ２
◆酒粕 ・・・・・・ 30ｇ

【栄養価（１人分）】
　エネルギー　 84k㎈
　食塩相当量　１．2ｇ

■問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当

　（保健福祉センター内）
　　　☎２３－４３１０

知っ得！食育ひろば　-食改推の簡単レシピ -

ワンポイント
　ふだんの味噌汁に、酒粕を加
えることで、コクがあるお味噌
汁に！
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イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

森
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

①
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
講
座

　
小
枝
や
木
の
実
を
使
っ
て
、
壁

に
掛
け
ら
れ
る
お
し
ゃ
れ
な
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
11
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
参
加
費　
５
０
０
円

②
リ
ー
ス
作
り
講
座

　
ツ
ル
や
円
板
に
木
の
実
や
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
―
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
リ
―
ス
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
11
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
参
加
費　
３
０
０
円

③
甲
州
味
噌
作
り
講
座

　
老
舗
井
筒
屋
醤
油
さ
ん
の
米
麴

と
麦
麴
を
使
っ
て
味
噌
作
り
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
発
酵
条
件
の
違
い
か
ら
、
家
庭

独
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す
。

■
日
時　
11
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
参
加
費　

　
１
家
族　

２
，７
５
０
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
７

－

４
３
６
２

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

　
お
知
ら
せ

令
和
７
年
二
十
歳
の
つ
ど
い
の

ご
案
内

　
令
和
７
年
１
月
に
二
十
歳
の
つ

ど
い
の
対
象
と
な
る
方
へ
、
12
月

上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

現
在
韮
崎
市
に
住
民
登
録
が
な
い

方
で
出
席
を

希
望
さ
れ
る

方
は
、
11
月

末
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
令
和
７
年
１
月
12
日（
日
）

　
13
時
30
分　
開
始

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮

崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
☎
４
５

－

７
２
０
９

※
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

kyouiku@
city.nirasaki.lg.jp

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
※
、

年
間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民

年
金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料

納
付
免
除
者
を
除
く
）
で
す
。
終

身
年
金
で
、
万
一
、
80
歳
前
に
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で

の
年
金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　
講　
座

11
月
15
日
は
「
き
も
の
の
日
」

き
も
の
着
付
け
体
験
教
室

　
自
分
で
着
ら

れ
る
よ
う
に
着

付
け
の
ポ
イ
ン

ト
や
マ
ナ
ー
な

ど
を
ご
指
導
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
中
は
毎
日
実
施
し

ま
す
。
ご
希
望
の
日
時
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
11
月
９
日（
土
）10
時
～
12
時

の
み
ニ
コ
リ
で
開
催
）

■
場
所

　
小
林
方
子
き
も
の
教
室

　
（
武
田
橋
よ
り
車
で
５
分
）

■
対
象
・
定
員

　
女
性
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物　
き
も
の
・
長
襦
袢
・

帯
・
そ
の
他
小
物

※
文
化
庁（
県
教
育
委
員
会
）後
援

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
林
方
子
き
も
の
教
室

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
２

－

６
８
１
６

　
募　
集

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
の
生
徒
さ
ん
募
集
中

■
日
時　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
13
時
15
分
～
14
時

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
18
時
15
分
～
19
時

■
参
加
費　
５
０
０
円
＋
入
館
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ま
た
、
支
払
保
険
料
は
税
控
除

の
対
象
で
、
節
税
に
も
な
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
60
歳
以
上
で
も
加

入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
農
業
委
員
会

☎
４
５

－

９
１
０
５

２
０
２
５
年
版

『
や
ま
な
し
県
民
手
帳
』販
売
開
始

■
手
帳
の
仕
様

　
価
額　
：
６
８
０
円
（
税
込
）

　
サ
イ
ズ
：
８２
㎜
×
１
４
５
㎜

■
販
売
場
所　
書
店
等

■
問
い
合
わ
せ
先

　
株
式
会
社 

少
國
民
社

　
（
山
梨
県
民
手
帳
販
売
係
）

☎
０
５
５

－
２
２
６

－

２
１
２
５

労
働
保
険
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　
11
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す
。
１
人
で
も
労
働

者
を
雇
っ
て
い
る
場
合
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
☎
２
２

－

１
３
３
１

　
ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

　
　
　
　
　
☎
２
０

－

２
２
２
２

　
相　
談

子
ど
も
夫
婦
な
ん
で
も
相
談
会

■
日
時　
11
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
50
分

■
相
談
方
法　
面
談
相
談
、
電
話

相
談
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
相
談

※
面
談
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
場
合
は
、

11
月
22
日
正
午
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。

※
電
話
の
場
合
は
、
当
日
16
時
ま

で
に
直
接
電
話
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

☎
０
５
５

－

２
３
５

－

７
２
０
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
可
能

２
０
２
４
介
護
就
職
デ
イ

（
福
祉
・
介
護
の
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
就
職
面
接
会
）

　
福
祉
分
野
の
仕
事
で
就
職
希
望

の
方
を
対
象
に
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。（
事
業
所
が
２４
社

程
度
参
加
、
参
加
無
料
・
予
約
不

要
）

■
日
時　
11
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
14
時
～
16
時

　
　
　
　
受
付　
13
時
30
分
～

■
会
場　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

■
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

　
　
　
　
　
☎
２
２

－

１
３
３
１
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●国民健康保険より
10月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は、143,462,012円（前年同月比7.75％減）
で、１人あたりの保険者負担額は、25,356円（前年
同月比3.13%減）でした。引き続き健康に気をつけ医
療費の節約にご協力ください。

●市の人口　10月１日現在　　    　（前月比）
　 男　１３，９７７人（うち外国人３６２人）   　５人増
　 女	　１３，８８１人（うち外国人３２２人）   　４人減
　 計　２７，８５８人（うち外国人６８４人）   　１人増
　 世帯数　１２，９０４世帯    　　　     　２４世帯増

ま
る
ご
と
体
感

　
　
　
「
徳
島
堰
」
ツ
ア
ー

　
徳
島
堰
の
先
人
た
ち
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
た
利
水
技
術
、
堰
の
開

削
に
よ
る
景
観
、
そ
し
て
水
害
か

ら
守
る
た
め
の
堤
防
と
い
っ
た
治

水
技
術
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
12
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
８
時
30
分
～
15
時

■
集
合
場
所

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

■
定
員　
60
名

■
参
加
費　
３
０
０
円

■
申
込
み

　
11
月
１
日（
金
）～
25
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
南
ア
ル
プ
ス
市

　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

☎
０
５
５

－

２
８
２

－

７
４
０
８

　
　第

28
回
武
田
の
里
音
楽
祭

　
　
『
ア
メ
リ
カ
を
歌
お
う
』

　
Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
韮

崎
高
校
吹
奏
楽
部
、
武
田
の
里
音

楽
祭
ジ
ュ
ニ
ア
・
一
般
合
唱
団
が

共
演
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
14
時
開
演

■
会
場

　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　
一
般　
８
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下　
無
料

　
　
　
　
　
（
要
入
場
整
理
券
）

■
問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人　

　
武
田
の
里
文
化
振
興
協
会

☎
３
０

－

０
５
１
０

ハ
ー
ブ
教
室

ハ
ー
ブ
で
作
る
お
も
て
な
し
料
理

　
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
ピ
ラ
フ
や
豚

肉
の
ミ
ル
ク
煮
、
木
の
実
と
ゴ
ボ

ウ
の
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
11
月
27
日（
水
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所

　
御
勅
使
南
公
園
管
理
事
務
所

■
定
員　
20
名

■
参
加
費　
２
５
０
０
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
御
勅
使
南
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
５
５

－

２
８
５

－

４
７
１
２

【
山
梨
県
立
文
学
館
】

開
館
35
周
年
記
念
企
画
展

「
金
子
兜
太
展

　
し
か
し
日
暮
れ
を
急
が
な
い
」

■
会
期　
～
11
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
17
時

　
　
　
　
（
入
室
は
16
時
30
分
）

■
休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
・
振

替
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
内
容　
金か

ね

こ子
兜と

う

た太
は
、
前
衛
俳

句
、
社
会
性
俳
句
の
中
心
的
存
在

と
し
て
戦
後
を
代
表
す
る
俳
人
で

す
。
本
展
で
は
、
そ
の
生
涯
と
作

品
の
魅
力
を
紹
介
し
、
今
日
に
お

け
る
“
俳
人
兜
太
”
の
意
義
を
探

っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
文
学
館

☎
０
５
５

－

２
３
５

－

８
０
８
０

指名手配被疑者の検挙にご協力を
甲斐警察署からのお便り

■問い合わせ　甲斐警察署　☎20－0110

　警察では、11月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこととし、これら被疑者
の早期検挙に取り組んでいるところです。
　指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、皆さんの協力が必要です。
　指名手配被疑者によく似た人を見かけたといった情報などどんなわずかなことでも結構ですので、警察に
通報していただくようお願いします。

　11月から道路交通法の改正により、
新たに自転車の「ながらスマホ」や「酒気帯び運転」に対する罰則が設けられ、
「携帯電話使用等」・・・最大１年以下の懲役又は30万円以下の罰金
「酒気帯び運転」・・・・３年以下の懲役又は50万円以下の罰金
となります。
　自転車を利用する皆さんは安全運転を心がけるとともに、「自転車運転中の携帯電話
使用禁止」などの交通ルールを守り、交通事故を防ぎましょう。

【自転車の罰則強化】



●発行：韮崎市 〒407-8501 山梨県韮崎市水神一丁目 3-1　●編集：デジタル戦略課DX・シティプロモーション担当
●問い合わせ：  0551-45-9163　  0551-22-8479　●URL：https://www.city.nirasaki.lg.jp/　●毎月 1 日発行

　プレミアムリーグ昇格を目指し、10月12日の開幕戦から来年３月２日の最終戦（2月23
日のホーム最終戦は韮崎市ホームタウンゲーム）に挑みます。
　9月27日には、後援会韮崎市支部が設立され、個人、団体・法人会員を絶賛募集中です。
　皆様の厚い支援お待ちしています！詳しくはホームページをご覧ください。

■問い合わせ　スポーツコミッション事務局（教育課 スポーツ振興担当）　☎２２－８０６２

山梨クイーンビーズを
応援しよう！！
山梨クイーンビーズを
応援しよう！！

▼９月27日後援会韮崎支部設立

▲10月12日の市制祭には「ビーちゃん」もPRにかけつけました。

WIN ALL この戦いに全てを！

■問い合わせ　スポーツコミッション事務局（教育課 スポーツ振興担当）　☎２２－８０６２

KADOKAWAのウォーカープラスに
韮崎Walker を開設しました。


